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エネルギー分解 X 線コンピュータ断層撮影法のために transXend 検出器を開発した．空間分解能が高い 2

次元 transXend 検出器を実現するため X 線管出口の吸収体を交換する．被ばく量が増大する問題を解決す

るため，被検体の測定角度を変化させつつ吸収体を交換する方法を提案する． 
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1. 緒言 X 線コンピュータ断層撮影(CT)において，X 線のエネルギー情報を実用的に利用するため，X 線

を電流測定し解析によりエネルギースペクトルを得る transXend 検出器の開発を行ってきた[1]．transXend

検出器の 2 次元化について，フラットパネル検出器(FPD)と 2 種のリボン状吸収体を用いる方法を開発した

が，空間分解能が不十分であった[2]．このため，X 線管出口に複数の吸収体を配置し交換する方法を提案

したが，吸収体種類の数だけ CT 測定が必要となり被ばく量が多くなる問題がある．今回，吸収体交換 2

次元 transXend 検出器において，被ばく量を低減する方法を報告する． 

2. 方法・実験 厚さ 1 mm のアクリル円盤に厚さ 0.1，0.2，0.3 mm の銅板を貼り，銅板なしを含め 4 種の

吸収体を通過した X 線スペクトル(Ch1~4)を得た．被検体は内径 5 mm の穴を 4 つ有する直径 30 mm のアク

リル円柱であり，穴にはポリテトラフルオロエチレン(PTFE)，空気，そして水(2 か所)を詰めた．用いた FPD 

(RadEye2)のピクセルは 48 µm×48 µm であり，1024×1024 の配列を持つ．被検体の同一角度を Ch1~4 で透

過撮影するのではなく，被検体を回転させながら吸収体を交換することにより低被ばく化を図る．この手

法を実証するため，Ch1~4 の X 線で被検体を 0～180 度まで 0.1 度

ごとに透過撮影した．X 線管の管電圧は 120 kV，管電流は 2 mA，

測定時間は測定点ごとに 1.5 秒とした．例えば Ch1～4 の測定を被

検体角度 0～3 度と 1 度ごと変化させ，透過撮影データを選択し，

解析を行い CT 画像を作成した． 

3．結果 図 1 に(a)被検体同一角度で Ch1~4 で測定した場合，(b)Ch

ごとに被検体を 1 度回転させた場合について，60 keV の X 線光子

数を用いて再構成した CT 画像を示す．図 2 に PTFE と水を通る直

径上のCT値(60 keVのX線に対する線減弱係数)プロファイルを示

す．水，アクリル，PTFE の線減弱係数の文献値[3]は，それぞれ 0.206，

0.228，0.407 (cm-1)であり，(a)，(b)の測定ともよく一致している．直

径 30 mm の被検体では，1 度ごとに吸収体を交換した測定でも正確

な物質識別が可能である．今後，人体サイズの被検体についても検

討を行う． 
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図 2. (a)実線，(b)点の方法で測定

した 60 keV の X 線に対する線減

弱係数プロファイル． 

 
図 1．本文(a)，(b)の方法で測定した

CT 画像． 
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